
 

第41回全日本少年サッカー大会 全国大会  

出場報告書 
                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【報告者】アバンツァーレ山形ＳＣ 監督 

垂石 竜志 



１．大会日程 

開会式  2017年 12月 25日（月） 鹿児島文化ホール 

競技期間 2017年 12月 26日（火）～29日（金） 

 

２．試合会場  

  鹿児島県鹿児島市の以下の会場 

1次ラウンド・ラウンド16   鹿児島ふれあいスポーツランド 

準々決勝            鹿児島県立鴨池補助競技場 

準決勝・決勝                   鹿児島県立鴨池陸上競技場 

 

３．参加チーム数 

参加チームは、以下により選出された48チームにて行う。 

(1) 都道府県代表として各１チーム、計 47チーム  

(2) 前年度優勝チーム枠として1チーム（第 40回大会優勝チーム都道府県： 兵庫県） 

 

４. 大会形式 

(1) 1次ラウンド：出場48チームを4チームごとの12グループに分けリーグ戦を行う。 

なお、前年度優勝チーム枠による同都道府県出場チーム同士は、同グループでは対

戦しない。 

(2) 1次ラウンドにおける順位の決定方法は、勝利3点、引分1点、敗戦0点の勝点により、

勝点の多い順に決定する。なお、勝点の合計が同一の場合は、以下の項目に従い順

位を決定する。 

① 全試合の得失点差（総得点－総失点） 

② 全試合の総得点 

③ 当該チーム同士の対戦成績（勝敗） 

④ ①～③の全項目において同一の場合は、抽選により決定する。 

(3) また、1次ラウンドの各グループ2位チームのうち、決勝ラウンドに進出する4チー

ムは、以下の順序により決定する。 

① グループ内での勝点合計 

② グループ内での得失点差 

③ グループ内での総得点数 

④ ①～③の全項目において同一の場合は、抽選により決定する。 

(4) 決勝ラウンド：1次ラウンド各グループ1位チーム及び各グループ2位チームの上位4

チーム計16チームによるノックアウト方式にて優勝以下第3位までを決定する。(第

3位決定戦は行わない)  

なお、1次ラウンド同組同士はラウンド16、準々決勝では対戦しない。 



５. 試合結果・戦評 

１次ラウンド グループB 

 

1 次ラウンド敗退 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一戦 12月 26日(火) 9：30～ vs 西宮サッカースクール (兵庫県 第 1代表)  

●0－6 負け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国大会初戦。前半スタートからの相手チームの猛攻に、長い時間守備に追われた展開

となった。4 番中村のミドルシュートがクロスバーをたたくシーンもあったが、得点に絡

みそうなチャンスはそれのみ。前半は耐えに耐え0-1のスコアで終了したものの、後半は

耐えきれず5失点を喫した。ボールを奪ってからパス 1～2本目で相手チームのプレス、

インタ－セプトの餌食となりボールロストする場面が多かった。また、県内ではなかなか

味わえないプレススピードと球際の激しさで判断が失われ思うようにボールをつなげられ

ず、苦し紛れのクリアでリスク回避する場面も多かった。初戦から全国の洗礼を受けた訳

だが、プレススピードと球際の激しさは習慣だと思うので、意識のところから改善を図ら

なくてはならないと感じた。また、西宮SSはボー 

ルホルダーに3人目、4人目の関わりが早く、攻撃 

に厚みがあったのが印象的だった。OFFの選手の関 

わり方、グループ戦術の理解と応用など全体的に 

「できる事」を増やしていかなくてはならないと感 

じた。 



第二戦 12月 26日(火) 13：15～ vs 太陽宮崎 SC (宮崎県)  

  ●１－2 負け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第三戦 12月 27日(土) 9：30～ vs 名古屋グランパス U-12 (愛知県)  

● 0－5 負け 

１次ラウンド最終戦。全国大会での１勝を目指し、試合に臨んだが、終始攻め込まれ、

前半13本のシュートを打たれる守備に徹する展開となった。GK の金谷も懸命にシュート

ストップするものの、ゴール前でDFを崩され、精度の高いシュートで前半0-3、後半 0-2

で完敗。目指していた「1勝」ができず予選敗退となった。チームとして自信をもってチャ

レンジしたポゼッションだったが、名古屋グランパスのポゼッションの質の高さの前に、

何もできなかったの一言。プレスをかけるも、うま 

く外され相手が数的優位な状況を簡単に作られてし 

まった。また、キック・コントロールの質の高さ、 

プレースピードの緩急のつけ方など、一枚も二枚も 

上手であった。こういったレベルの高いチームと対 

戦することにこそ成長のチャンスが眠っていると思 

う。全国大会で勝ち星を挙げられなかったことは本 

当に悔しいが、「1勝」するために必要なものを感じ 

取れたと思う。この経験を次につなげていきたい。 

★得点者： 2番 木下晴陽  

試合開始早々から、持ち味のポゼッションがはまり、チャンスの場面を多く作ること

ができた。2 番木下（晴）が中盤でボールを受け、そのままドリブルで突破。ペナルテ

ィーエリア付近で放ったシュートがネットを揺らし待望の先制ゴールを生み出した。前

半を1-0でリードしたまま後半へ。身体能力の高い相手から放たれるロングボールへの

対応が緩くなり失点。その後、終盤になってもペースを落とさず走り続ける相手の対応

に追われ走り負け、追加点を許し 1-2の逆転負け。悔しい敗戦となった。プレーの質で

は互角以上の展開を見せたものの、フィジ 

カルで上回る相手の勢いを止めることがで 

きなかった。また、試合の終盤疲労がたま 

った中で、プレーのクオリティーが著しく 

下がったことは大きな課題。フィジカル差 

のあるチームを凌駕できる程の技術の高い 

選手の育成はもちろんだが、20分ハーフ 

の 40分間、走り続けられる選手の強化、 

技術とフィジカルの両面と向き合って選手 

育成、チーム強化を図らなくてはならない。 

 



6. 今大会の成果と課題 

攻撃   成果： 試合の中で様々なフォーメーション（2-4-1／3-3-1/3-4-0を採用）

にトライし、選手がポジションごとの役割を意識しプレーできていた

ことは良かった。また状況に合わせてポジションにこだわらずゴール

へ仕掛けたことで得点も生まれた。 

     

 課題： ボールを保持するのか、スピードを上げてボールを動かすのかという、

状況に合わせた判断の質の低さが課題。自分たちのやりたい事ができ

なくなったときに、どうやって状況を打開し、自分たちのリズムを作

っていくのか。また、ボールホルダーの判断の質を上げられるような

OFF の選手の関わり方、ポジション取りも必要になる。突破やシュー

トまでもっていくという個人スキルの向上はもちろんだが、GK も含め

た 8 人が連動し、攻め入るチャンスを作り出していかなければならな

い。 

 

守備   成果： 攻められるシーンが多かったせいか、ゴール前の攻防、特に最後の最

後の場面で粘り強くゴールを守れたことは今大会で際立ったと感じる。

高いレベルの選手たちとマッチアップできたおかげで、厳しい状況で

も集中力高く、体を張った DF ができるようになった。大会終了後の

現在も、守備の意識は高く、今後更なる成長を期待していきたい。 

 

     課題： 一言でいうなれば守備の連動。1ｓｔDF のプレッシングに連動した中

盤、特に逆サイドにあたる選手の守備の優先順位を理解した連動がで

きていなかった。実際試合の中で、相手選手（ボールホルダー）の選

択肢を消し切った状況での守備は成功率が高かった。しかし、1ｓｔ

DFに連動しきれなかったとき、中盤にギャップを作ってしまい、そこ

を相手チームに攻め崩され、DF全体が翻弄されてしまっていた。組織

的に守備を行う意識を持たせなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 



生活面    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 最後に 

 山形県でチーム創設から１3 年目。2016 年の、バーモントカップ第 26 回全日本少年

フットサル大会全国大会に続き 2017 年、念願であった全日本少年サッカー大会全国大会

へと出場を果たしましたが、全国の壁の前に力及びませんでした。各都道府県を代表する

チームとの対戦は、選手たちはもちろん、我々指導者も多くのことを学んだと同時に、チ

ームへ対する、日ごろの取り組み方の再考、見直しを図る最高の経験でした。この貴重な

経験を自チームはもちろん、山形県全体の更なるレベルアップのために県内の各チームの

皆様へ情報の発信と共有を図っていきたいと思います。 

 

最後になってしまいますが、今回の全国大会出場にあたり、読売新聞社様、YBC 山形放

送局様、マクドナルド山形やよい町店様、山形県サッカー協会様、山形地区四種員会様を

はじめ、強化遠征や日頃よりご指導いただいております山形県内外のすべての関係者の皆

様、そして、普段から選手を傍で支え、大会期間中も遠方までお越しいただき温かい声援

を送り続けてくれた保護者の皆様にこの場をお借りして心より感謝・御礼を申し上げます。 

 

今後ともアバンツァーレ山形 SC の活動にご指導ご鞭撻を賜ります様何卒宜しくお願い

申し上げます。 

 開会式前日の 12 月 24 日から鹿児島県へ入り、現地チームと対外試合を行い調整し

た。県外への遠征やチームの合宿などを行っていたおかげで、長期の鹿児島滞在（4 泊

5 日）だったがコンデションを崩す選手も出ず、試合に集中することができた。宿舎で

の過ごし方も、食事や体のケア、ミーティングなどそれぞれの選手が意識を高く取り組

んでいたのはすごく評価できた。これは日ごろの習慣のおかげだと思う。保護者、家族

へ感謝したい。1 つ課題とするなら食事の摂り方について。食が細い選手は、大会終盤

（特に2日目以降）にプレーのパフォーマンスが低下していった。中学生、高校生でも、

地方遠征や海外遠征、長丁場での試合がある。どんな環境でも最高のプレーができ、そ

れを継続できるように、運動のエネルギー源である「食事」は日頃から意識して食べる

ようにしてもらいたいと感じた。  

「食べることは勝つこと」※J－ヴィレッジ 食堂「ハーフタイム」より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～アバンツァーレ山形 SC 出場選手の作文～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



アバンツァーレ山形 SC 背番号 1 

稲葉 駿 

（いなば しゅん） 

山形市立 第六小学校 6年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



アバンツァーレ山形 SC 背番号 2 

 木下 晴陽 

（きのした はる） 

寒河江市立 寒河江小学校 6年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



アバンツァーレ山形 SC 背番号 3 

髙橋 優亜 

（たかはし ゆうあ） 

東根市立 大富小学校 5年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



アバンツァーレ山形 SC 背番号 4 

中村 圭介  

（なかむら けいすけ） 

山形市立 第一小学校 6年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



アバンツァーレ山形 SC 背番号 5 

井上 光士  

（いのいうえ らいと） 

東根市立 大森小学校 5年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

アバンツァーレ山形 SC 背番号 6 

三浦 圭太  

（みうら けいた） 

東根市立 東郷小学校 5年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

アバンツァーレ山形 SC 背番号 7  ★主将★ 

手塚 琉惺  

（てづか りゅうせい） 

山形市立 金井小学校 6年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

アバンツァーレ山形 SC 背番号 8 

庄司 謙介  

（しょうじ けんすけ） 

山形市立 桜田小学校 6年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

アバンツァーレ山形 SC 背番号 9 

木下 太陽  

（きのした あさひ） 

寒河江市立 寒河江小学校 6年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

アバンツァーレ山形 SC 背番号 10   

植松 駿太  

（うえまつ しゅんた） 

東根市立 大富小学校 6年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

アバンツァーレ山形 SC 背番号 11 

小形 気吹  

（おがた いぶき） 

山形市立 滝山小学校 6年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

アバンツァーレ山形 SC 背番号 12 

金谷 永煌  

（かなや とき） 

村山市立 楯岡小学校 6年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

アバンツァーレ山形 SC 背番号 14 

山口 優吾  

（やまぐち ゆうご） 

山形市立 第一小学校 6年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

アバンツァーレ山形 SC 背番号 15 

佐藤 一斗  

（さとう いっと） 

村山市立 楯岡小学校 6年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


